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三
期
目
の
市
政
運
営
に
向
け
て 

 
 
 
 
 
 

羽
村
市
長 

並 

木 
 

心 

 

 
   

西
多
摩
建
設
業
協
同

組
合
は
、
昭
和
二
十
四
年

に
創
立
以
来
六
十
年
に

わ
た
り
、
西
多
摩
地
域
発 

展
の
た
め
、
大
き
く
貢
献 

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
こ
に
改
め
て
、
歴
代
役
員
並
び
に
会
員
の
皆

様
の
ご
努
力
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
私
事
で
す
が
、
先
の
羽
村
市
長
選
挙
で

は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
信
任
を
受
け
、
四
月

二
十
六
日
か
ら
三
期
目
の
市
政
を
預
か
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

羽
村
市
長
就
任
以
来
、
二
期
八
年
に
わ
た
り
、

市
民
の
皆
様
が
「
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
都 

 

市
は
む
ら
」
を
将
来
構
想
に
掲
げ
、
福
祉
や
子
育
て 

支
援
施
策
の
充
実
、
学
校
教
育
と
生
涯
学
習
の
充

実
、
環
境
対
策
や
都
市
基
盤
整
備
な
ど
、
計
画
実
現

の
た
め
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

建
設
関
係
で
は
、
動
物
公
園
通
り
の
流
域
雨
水
幹

線
の
敷
設
に
取
り
組
み
、
そ
れ
に
伴
い
都
市
下
水
路

の
撤
去
と
市
道
二
〇
一
号
線
の
整
備
、
ま
た
、
都
市

計
画
道
路
三
・
四
・
十
六
号
線
の
青
梅
線
と
の
立
体

交
差
事
業
、
多
摩
川
右
岸
の
清
流
地
区
の
公
共
下
水

道
敷
設
、
羽
村
駅
舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設

置
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
、
市
民
の
皆

様
の
利
便
性
と
安
全
性
の
向
上
に
向
け
た
事
業
を

主
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

現
在
、
世
界
的
な
経
済
危
機
に
よ
り
、
全
国
ど
こ

の
自
治
体
も
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま 

す
が
、
わ
が
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
建
設
事
業
に
多
く
の
予

算
を
充
当
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
ま
ち
づ
く
り
は
百
年
の
計
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
今
、
苦
し
く
と
も
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や

都
市
計
画
な
ど
、
将
来
を
見
通
し
た
都
市
の
発
展

に
つ
な
が
る
事
業
や
生
活
に
密
着
し
た
緊
急
の
事

業
に
は
英
知
を
結
集
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟

で
す
。 

ま
た
、
西
多
摩
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
向
上

し
、
圏
域
全
体
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
西
多
摩
八
市
町
村
の
連
携

が
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
な
る
よ
う
西
多
摩
の 

一
首
長
と
し
て
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い 

ま
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
西
多
摩
地
域
発
展
の
た
め
、
ご
尽
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
貴
組
合
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

就
任
一
年
の
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
委
員
長 

小 

池 
正 

明 

  
 

 

 

変
っ
て
「
写
真
が
語
る
西
多
摩
（
今
昔
）
」
を

新
年
度
四
月
よ
り
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご
期
待

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

今
後
も
新
し
い
情
報
の
広
報
活
動
、
新
企
画
等

の
検
討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
入
江
相
談

役
の
言
葉
を
か
り
れ
ば
「
元
気
が
出
る
組
合
」
を

目
標
に
各
委
員
会
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
ま
で
に
原
稿
を
頂
い
た
先
輩
の
皆
様
、
事
務

局
長
を
は
じ
め
委
員
の
皆
様
に
は
ご
協
力
、
ご
指

導
賜
り
ま
し
た
事
を
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
広
報
誌
の
充
実
を
計
り
、
組
合
員
並
び
に

賛
助
会
員
、
外
部
関
係
者
の
皆
様
に
幅
広
く
、
広

報
活
動
を
委
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 尚

、
皆
様
か
ら
の
投
稿
及
び
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

  

若
葉
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

私
、
去
年
七
月
に
広
報
委
員
長
を
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の
ご
挨
拶
で
す
が
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
広
報
委
員
を

前
期
二
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
同
委
員

会
を
継
続
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
六
年

八
月
に
発
足
以
来
「
西
建
協
だ
よ
り
」
第
一
号

か
ら
一
度
た
り
と
も
休
刊
し
た
事
が
無
い
と
聞

か
さ
れ
、
重
大
な
責
務
を
任
さ
れ
た
と
、
困
惑

し
た
事
を
憶
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
休
刊

し
な
い
様
に
、
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

前
期
、
馬
場
委
員
長
の
時
で
し
た
。
毎
月
の

「
西
建
協
だ
よ
り
」
十
一
月
号
（
第
一
四
八
号
）

編
集
中
に
区
切
り
の
第
一
五
〇
号
ま
で
の
記
念 

 

誌
を
作
ろ
う
と
委
員
長
か
ら
の
企
画
の
話
が
あ
り
、

大
変
で
は
あ
る
が
委
員
全
員
一
致
で
賛
成
、
早
速
理

事
会
で
審
議
さ
れ
編
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

準
備
作
業
に
つ
い
て
は
、
原
稿
「
西
建
協
だ
よ
り
」

の
サ
イ
ズ
違
い
、
保
存
版
に
お
け
る
原
稿
依
頼
、
表

紙
の
色
、
字
体
、
原
稿
、
広
告
協
賛
会
社
レ
イ
ア
ウ

ト
等
、
細
部
に
つ
い
て
五
ヶ
月
間
に
渡
り
委
員
一
丸

と
な
っ
て
検
討
し
造
り
上
げ
た
記
念
誌
の
発
刊
が
で

き
た
時
の
喜
び
を
思
い
出
し
ま
す
。 

現
在
「
西
建
協
だ
よ
り
」
第
一
七
八
号
よ
り
近
況

報
告
と
し
て
一
面
に
、
羽
村
市
長 

並
木
心
様
の
就

任
挨
拶
を
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
特
集
「
多
摩
川
に
架
か
る
橋
」
は
Ｊ
Ｒ
五

日
市
線
多
摩
川
橋
梁
、
睦
橋
（
第
二
十
五
回
）
を
持

ち
ま
し
て
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。 

〈
青
梅
監
督
署
だ
よ
り 

五
月
号
よ
り
〉 

 

平
成
二
十
年
度 

労
働
災
害
発
生
状
況 

 
 

青
梅
署
管
内
８
％
増
加 

平
成
二
十
年
度
の
労
働
災
害
発
生
状
況
（
確
定
）
が
と
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。
青
梅
署
管
内
で
は
昨
年
一
年
間
に
四
二
八
件
の
労
働

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
対
前
年
比
で
は
、
三
十
二
件
、
八
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

前
年
よ
り
災
害
が
増
加
し
た
業
種
は
社
会
福
祉
施
設
（
＋
七
件
）、

そ
の
他
の
建
設
（
＋
六
件
）
、
医
療
保
険
（
＋
六
件
）
な
ど
で
、
減

少
し
た
の
は
建
築
工
事
（
△
七
件
）、
食
料
品
製
造
業
（
△
四
件
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

業
種
別
で
は
製
造
業
が
最
も
多
い
九
十
六
件
（
全
業
種
の
二
二
・

四
％
）
で
、
事
故
の
型
で
は
、「
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
」
が
三

十
七
件
、「
転
倒
」
が
十
二
件
、「
墜
落
・
転
落
」
が
十
一
件
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、
起
因
物
で
は
「
仮
設
物
・
建
築
物
・
構
造
物
等
」
が

十
七
件
、「
一
般
動
力
機
械
」
十
六
件
、「
金
属
加
工
用
機
械
」
十
一

件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
い
で
建
設
業
が
七
十
三
件
（
全
業
種
の
十
七･

一
％
）
で
、
事
故

の
型
で
は
「
墜
落
・
転
落
」
が
二
十
一
件
、「
動
作
の
反
動
・
無
理
な

動
作
」
が
十
件
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
起
因
物
で
は
、「
仮
設
物
・
建

築
物
・
構
造
物
等
」
が
二
十
三
件
、「
材
料
」
が
十
二
件
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 

お 

知 

ら 

せ 

◇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〈
建
災
防
・
西
多
摩
分
会
〉 

・
平
成
二
十
一
年
度 

全
国
安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン 

 
 
 

 

  
 
 
 

 
 
 

 
 

 

  

平
成
二
十
一
年
度 

 

全
国
安
全
週
間
説
明
会 

 

建
災
防
・
西
多
摩
分
会
総
会 

 

日 

時 
 

六
月
十
六
に
（
火
曜
日
） 

説
明
会 

 

十
四
時
か
ら 

総 

会 
 

説
明
会
終
了
後
（
十
六
時
予
定
） 

 
 

会 

場 
 

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

ゆ
と
ろ
ぎ
二
階 

講
座
室
１ 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

    

定
着
さ
せ
よ
う
「
安
全
文
化
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

つ
み
取
ろ
う
職
場
の
危
険 
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 ４ 月 事 業 報 告  

２日 理事会 

１０日 広報委員会１７７号編集発行 

１３日 総務委員会 

１４日 正副理事長会・理事会 

１５日 宅地建物取引主任者対策講座説明会 

２２日 宅地建物取引主任者対策講座説明会 

２２日 若手経営者の会 役員会 

２４日 あきる野地区委員会 

２８日 宅地建物取引主任者対策講座説明会 

 ５ 月 事 業 計 画  

８日 広報委員会１７８号編集発行 

７日 宅地建物取引主任者対策講座説明会 

１８日 総務委員会 

２０日 理事会 

２０日 第４３回通常総会 午後５時  

会場：青梅市福祉センター  

    懇親会 午後６時～午後８時 

注意：総会会場も青梅市福祉センターです 

２８日 若手経営者の会定期総会午後４時３０分 

     会場：建設会館 ３階会議室 

 

◇平成２１年度宅建取引主任者試験対策講座 

 １３日（水）午後よりスタート 

 

 

 《４月１４日（火） 理事会報告》 

①報告事項 

  ・国交省京浜河川事務所との意見交換会 3/19 

  ・日建学院（認定校） 

・各委員会報告 

②審議事項 

 ・日建学院（認定校）教室開設準備の件 

  ・２１年度予算の件 

・２０年度決算関係処理承認の件 

  ・総会懇親会実施の件  

 

               

 

有限会社 ナカ・コ－ポレ－ション  代表取締役 中 川 克 己 

      〶 358-0045 埼玉県入間市寺竹 539-8 

      ☎ 04-2936-3226  ＦＡＸ 04-2936-1998 

平素より西多摩建設業協同組合の皆様には、格別のご高配を賜り厚く御 

礼申し上げます。 

 当社は平成１４年９月に建設機械の販売及び中古建機の輸出仲介を目的 

として設立されました。私はかねてより当地区において機械商社に従事、 

コマツ建機の販売代理店として多くの優良得意先に恵まれ、業界の機械化・ 

省力化を推進し、当地区の発展とともに歩んで 

参りました。 

 ３８年間に亘り販売した機械は当社の財産で 

あり、一部は海外で第２の人生を送るべく活躍 

しているものもあります。 

 これからもこの知識・経験を生かしお客様に 

とって最善は何かを追求し、信頼される企業を 

目指します。 

 

賛助会員ＰＲコーナー№12 

 

◇ 

ご 

案 

内 

◇ 

  

◎
第
四
十
三
回
通
常
総
会
開
催
（
平
成
二
十
一
年
度
） 

日 

時 
 

五
月
二
十
日
（
水
） 

午
後
五
時
～ 

 

会 

場 
 

青
梅
市
福
祉
セ
ン
タ
ー 

三
階 

開
催 

議 

事 
 

二
十
年
度
事
業
・
決
算
報
告 

他 

 
 
 
  

二
十
一
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
予
算
（
案
） 

他 

懇
親
会 

  
 

午
後
六
時
よ
り
開
催 

懇
親
会
会
場 

青
梅
市
福
祉
セ
ン
タ
ー 

ふ
よ
う
の
間 

 

  

 写真が語る西多摩（今昔） 第２回 

 

◇吉野街道のトンネル 

  御岳渓谷の南岸にそそり立つ岸壁を穿って２連のトンネルが掘ら

れ、現在の位置に通ったのは明治１９年。 

 

昭和 32 年 

「払沢トンネル」と「御岳トンネル」 

 

◇羽村駅西口駅舎 

  明治２７年青梅鉄道（後の青梅電気鉄道）立川～青梅間開通と同時

に開業。旅客及び貨物の取扱を開始。 昭和４８年６月 1日 橋上駅舎 

 

 

 

（写真②）に改築。平成 19年 11月

西口新駅舎（写真③）が完成。 

 

昭和４８年改築前の駅舎（写真①） 

 

 

 

 

② 

③ 

 

 


